
金
剛
流《
竹
生
島　

女
体
》に
つ
い
て

飯
塚 

恵
理
人

椙
山
女
学
園
大
学

　

こ
の
中
の
一
つ
が「
玉
井
家
本　

薪
能
番
組
」に
載
る「
慶
長
三
年
二
月
十
日

　

興
福
寺
薪
猿
楽
南
大
門
能　

五
日
目　

竹
生
島　

シ
テ　

金
剛
七
つ
大
夫　

ワ
キ　

高
安
」（
注
三
）で
あ
り
、現
在
知
ら
れ
る
金
剛
流
に
よ
る
最
古
の《
竹
生

島
》の
上
演
記
録
の
一
つ
で
あ
る
。
慶
長
三（
一
五
九
八
）年
に
は
す
で
に
長
命
座

の
役
者
が
金
剛
座
に
合
流
し
て
い
た
が
、
こ
こ
に
は
シ
テ
ツ
レ
等
が
書
か
れ
て

い
な
い
の
で
長
命
家
の
役
者
が
こ
の
催
し
に
参
加
し
て
い
た
か
は
明
ら
か
で
な

い
。
そ
の
後
、
長
命
家
は
幕
末
ま
で
金
剛
座
内
に
処
を
占
め
た
が
、「
国
文
学
研

究
資
料
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
前
掲
の
注
三
）上
に
は
長
命
家
が
シ
テ
か
ツ
レ
を
勤

め
た《
竹
生
島
》の
上
演
と「
女
体
」の
小
書
付
き
の《
竹
生
島
》の
上
演
は
載
っ
て

い
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、《
竹
生
島　

女
体
》
が
い
つ
か
ら
金
剛
流
で
演
じ
ら

れ
た
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
今
後
、
彼
ら
を
用
い
た
藩
な
ど

の
史
料
を
精
査
し
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二　

東
海
地
域
に
お
け
る《
竹
生
島　

女
体
》の
上
演

　
「
東
海
地
域
能
楽
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」は
、
大
倉
流
大
鼓
方
の
筧
鉱
一
が
収
集
し
た

明
治
維
新
か
ら
昭
和
末
年
ま
で
の
五
千
枚
を
越
え
る
東
海
地
域
の
能
楽
番
組
を

基
に
作
成
さ
れ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
一
件
だ

け
金
剛
流
に
よ
る《
竹
生
島　

女
体
》
の
番
組
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
引
用
す
る
と

「
第
28
回
名
匠
鑑
賞
能　

五
流
道
成
寺
第
４
回　

昭
和
32
年
1
月
27
日　

場
所
：

熱
田
神
宮
能
楽
殿　

主
催
者
：
名
古
屋
能
楽
鑑
賞
会
・
田
鍋
惣
太
郎　

後
援
：

名
古
屋
能
楽
会
・
名
古
屋
金
剛
会
・
中
部
日
本
新
聞
社
・
朝
日
新
聞
社
・
Ｎ
Ｈ

Ｋ
・
Ｃ
Ｂ
Ｃ　

入
場
料
：
有
料　

能《
竹
生
島 

女
体
》　

シ
テ 

豊
嶋
弥
左
衛
門
、

シ
テ
ツ
レ 

種
田
治
郎
、ワ
キ 
高
安
滋
郎
、笛 

藤
田
六
郎
兵
衛
、小
鼓 

田
鍋
惣
一

　

は
じ
め
に

　
《
竹
生
島
》
は
能
と
し
て
の
上
演
が
少
な
い
。
さ
ら
に
金
剛
流
の《
竹
生
島
》

で
小
書「
女
体
」が
付
い
た
も
の
は
さ
ら
に
少
な
い
。
東
海
地
域
の
記
録
で
確

認
で
き
た
金
剛
流
の《
竹
生
島　

女
体
》は
こ
れ
ま
で
昭
和
三
十
二
年
の
会（
後

述
）一
回
の
み
で
あ
る
。

　

小
書「
女
体
」に
つ
い
て
金
剛
流《
竹
生
島
》
の
謡
本
に
は
、「
常
は
龍
神
が

主
体
で
あ
る
が
、こ
の
小
書
に
よ
る
と
弁
才
天
が
主
人
公
と
な
る
。
従
っ
て
前

シ
テ
は
女
、
前
ツ
レ
は
漁
翁
、
後
シ
テ
は
弁
才
天
、
後
ツ
レ
は
龍
神
と
主
従
が

入
れ
替
る
。
装
束
も
そ
れ
ぞ
れ
変
り
、型
も
夥
し
く
変
化
す
る
。
後
シ
テ
の
常

の
天
女
之
舞
は
楽
に
な
り
、
キ
リ
謡
の
個
所
も
主
と
し
て
シ
テ
の
弁
才
天
が

舞
っ
て
納
め
る
。
こ
れ
は
金
剛
家
の
ツ
レ
方
長
命
家
に
伝
わ
っ
た
小
書
と
言

わ
れ
て
い
る
」（
注
一
）と
書
か
れ
て
い
る
。

一　

江
戸
時
代
の《
竹
生
島
》の
上
演
と
長
命
姓
の
役
者
の
参
加

　

小
書「
女
体
」を
伝
え
た
長
命
家
は
も
と
も
と
長
命
座
と
い
う
一
座
を
構
え

た
山
城
猿
楽
の
家
で
あ
っ
た
が
、
文
禄
年
間
、
秀
吉
が
四
座
を
保
護
し
た
時
期

に
解
体
し
、
長
命
次
郎
大
夫
な
ど
の
有
力
な
役
者
が
金
剛
座
に
合
流
し
た
。
こ

の
時
期
の
金
剛
座
は
広
く
優
秀
な
役
者
を
集
め
て
お
り
、
後
に
喜
多
流
の
祖

と
な
る
喜
多
七
太
夫
も
金
剛
七
太
夫
を
名
乗
っ
て
金
剛
座
に
所
属
し
た
。

彼
に
つ
い
て
表
章
は「
文
禄
四
年（
10
歳
）か
ら
慶
長
七
年（
17
歳
）ま
で
に
彼

が
舞
っ
た
こ
と
の
判
明
す
る
番
数
は（
中
略
）計
56
番
で
あ
る
が（
中
略
）〈
賀

茂
・
竹
生
島
・
三
輪
〉
が
３
回
」（
注
二
）と
、《
竹
生
島
》
を
三
回
舞
っ
た
こ

と
を
著
し
て
い
る
。



郎
、
大
鼓 

西
尾
孫
太
郎
、
太
鼓 

鬼
頭
八
郎
、
間　

野
村
又
三
郎
、
後
見 

今
井

幾
三
郎
・
豊
嶋
訓
三
・
竹
市
秀
雄　

地
謡 

中
内
邦
雄
・
安
部
長
太
郎
・
重
本

昌
三
・
松
野
繁
男
・
広
田
泰
三
・
広
田
陛
一
・
種
田
道
雄
・
種
田
治
郎
」（
筆
者

注
：
一
部
フ
ォ
ー
ム
を
変
え
て
引
用
し
た
）と
な
る
。
こ
の
催
し
は「
第
28
回
名
匠

鑑
賞
能　

五
流
道
成
寺
」と
あ
る
よ
う
に
小
鼓
方
の
田
鍋
惣
太
郎
が
シ
テ
方
五

流
の
名
人
を
相
手
に《
道
成
寺
》
を
勤
め
る
と
こ
ろ
が
眼
目
で
、
こ
の
番
組
で

も
田
鍋
惣
太
郎
は
金
剛
巌
の《
道
成
寺　

古
式
》の
小
鼓
を
勤
め
て
い
る
。
沼
艸

雨
が
番
組
に「
今
回
の『
竹
生
島
』の
女
体
は
珍
し
い
。
金
剛
流
の
ツ
レ
の
家

長
命
家
に
出
来
た
も
の
で
、
常
の
ツ
レ
弁
才
天
が
シ
テ
に
な
り
、
尉
が
ツ
レ
に

な
る
が
位
は
や
は
り
両
シ
テ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。（
中
略
）中
入
は
シ
テ（
女
）

が
作
物
に
入
い
る
と
、
ツ
レ（
尉
）は
幕
に
入
り
、
後
は
増
の
面
に
天
冠
に
金
ノ

鳥
居
の
立
物
に
舞
衣
、
緋
大
口
で
楽
を
舞
う
。
ツ
レ
は
竜
神
で
常
に
変
ら
ぬ
活

躍
を
す
る
の
で
種
田
次
郎
氏
が
こ
れ
に
あ
た
つ
て
い
る
訳
で
あ
る
。
」（
注
四
）

と
の
文
章
を
載
せ
て
い
る
。
廣
田
幸
稔
師
に
よ
る
と
、
や
は
り
現
行
の
金
剛

流《
竹
生
島　

女
体
》
で
も
ツ
レ
の
面
は
小
面
か
ら
増
女
に
、
長
絹
は
舞
衣
に

な
る
そ
う
で
あ
る
。

三　

明
治
以
降
に
お
け
る
喜
多
流
の《
竹
生
島　

女
体
》の
上
演
と
能
評

　
《
竹
生
島　

女
体
》は
喜
多
流
に
も
あ
る
。
た
だ
し
金
剛
流
で
は
前
シ
テ
・
後

シ
テ
が
共
に
天
女（
弁
才
天
）で
あ
る
の
に
対
し
て
、
喜
多
流
の
場
合
、
前
シ
テ

は
小
書
き
な
し
の
場
合
と
同
じ
く
漁
翁
、
後
シ
テ
が
天
女
に
な
る
と
い
う
違
い

が
あ
る
。
喜
多
流
の《
竹
生
島　

女
体
》
に
つ
い
て
そ
の
型
を
よ
く
伝
え
て
お

り
、
金
剛
流
と
の
比
較
を
考
え
る
上
で
よ
い
資
料
と
な
る『
坂
元
雪
鳥
能
評
全

集　

上
巻
』大
正
五
年
の
九
月
二
十
九
日
の
能
楽
会
式
能
の
記
事（
注
五
）を
以

下
に
引
用
す
る
。「
初
番
は『
竹
生
島
』の
女
体
、
シ
テ
喜
多
六
平
太
氏
、
ワ
キ

松
本
謙
三
氏
。
此
小
書
で
は
天
女
の
方
が
後
シ
テ
で
あ
る
か
ら
、
前
後
入
違

ひ
に
な
り
、
中
入
前
の
文
句
が
甚
だ
納
ま
り
に
く
い
。『
御
殿
に
入
ら
せ
給

ひ
』と
い
ふ
ツ
レ
女
が
幕
へ
入
り『
波
に
入
ら
せ
給
ひ
』と
い
ふ
翁
が
宮
へ
中
入

す
る
の
だ
か
ら
、
何
う
も
無
理
に
な
る
。（
中
略
） 

間
は
老
翁（
高
井
氏
）で
常
と
替

つ
て
居
た
。（
中
略
）『
其
時
虚
空
に
』の
返
し
に
宮
を
出
て
楽
に
な
つ
た
。
謡
の
静

ま
る
こ
と
言
ふ
迄
も
な
い
。
楽
は
頗
る
立
派
で
あ
つ
た
。（
後
略
）
」と
あ
る
。
前

シ
テ
と
前
ツ
レ
の
退
場
に
は
難
が
あ
る
が
、
後
シ
テ
が「
楽
」を
舞
う
の
が
見
所

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

ま
た
村
上
湛
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
、喜
多
流
の《
竹
生
島　

女
体
》を
観
世

流
に
移
植
し
た《
竹
生
島　

女
体
》（
シ
テ
観
世
清
和　

平
成
二
十
六
年
一
月
五
日
）に

つ
い
て
、「
能〈
竹
生
島　

女
体
〉の
異
形
性
」と
い
う
能
評（
注
六
）を
書
い
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
喜
多
流
の《
竹
生
島　

女
体
》
に
は
詞
章
と
所
作
に
無
理
が
あ
り

「
井
伊
直
弼
が
竹
生
島
尊
さ
の
あ
ま
り
無
理
を
承
知
で
辯
才
天
を
ツ
レ
か
ら
シ
テ

に
格
上
げ
し
た
い
が
た
め
の
創
作
で
あ
ろ
う
」が
、
金
剛
流
の《
竹
生
島　

女
体
》

に
は
そ
の
よ
う
な「
無
理
」が
な
く「『
女
体
』な
ら
ば
こ
ち
ら
の
型
を
活
か
し
た
い

と
私
な
ど
は
思
う
。」と
述
べ
、坂
元
雪
鳥
と
重
な
る
指
摘
を
し
て
い
る
。

ま
と
め

　

金
剛
流
の《
竹
生
島　

女
体
》
は「
或
は

天
女
の
形
を
現
じ
。
有
縁
の
衆
生
の
所
願

を
叶
え
。
又
は
下
界
の
龍
神
と
な
つ
て
。

国
土
を
守
る
誓
ひ
を
顕
し
」と
あ
る
と
お

り
、
神
が
衆
生
の
願
い
に
よ
っ
て
弁
才
天

に
も
龍
神
に
も
変
身
す
る
と
い
う《
竹
生

島
》
の
筋
・
内
容
に
合
致
し
た
演
出
で
あ

り
、
金
剛
流
の
み
に
伝
わ
る
優
れ
た
演
出

で
あ
る
。

　

本
会
で
は
廣
田
師
が
必
ず
や
上
品
で
美

し
い
天
女
姿
を
見
せ
て
く
だ
さ
る
で
あ
ろ

う
こ
と
を
期
待
し
て
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
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